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5. 講演内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.1. 月面探査用駆動機構における耐粉塵シール
および評価技術 

 

宇宙航空研究開発機構 
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質疑応答 

質問者① 
 ご講演ありがとうございました。極低温環境で検証をされるということについての質問
です。極低温環境では熱収縮など様々な課題があると思いますが、一番課題と認識されてい
るものについてお聞かせください。 
 
発表者 
フェイスシールは、径が変化したとしても、接触面自体が当たっていれば，大きな問題で

はないです。それよりも、冷たくなり樹脂が固くなることによって、面圧が変化し、トルク
が大きくなることや潤滑状態が変わって摩耗が大きくなることが課題として挙げられます。
発表中で登場した 3 種類の材料については，単体の極低温摩擦試験を実施しており、試験
結果から上手くいくという見積は得られています。ただし、砂との干渉がある状態での動作
の検証は行っていないので、今後実施していく予定です。 
 
質問者② 
 まず、試験で用いられた模擬砂の粒度等の情報をお聞かせください。 
また、固定された軸を回して試験を実施されてた思いますが、実際の使用環境では軸に振動
が発生すると思います。これらの差異についてご認識をお聞かせください。 
 
発表者 
一つ目の質問に関して、模擬砂は市販のものを購入してます。平均粒形は 70 ミクロンで

す。月の砂は，月の海と陸で厳密には粒度分布が違うと思いますが，用いた砂は，より細か
いと考えられる海を想定した模擬砂を採用しています。二つ目の質問については、軸にラジ
アル方向の荷重をかけて試験を実施してますが、軸の振動はさせていません．振動による荷
重はシールの押しあて力よりも十分に小さいと予想はしておりますが，詳細な計算を行っ
ているわけではなく，今後の課題でして，いずれその結果も共有できればと思っております． 
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